
むつごろう便

佐賀ダルク

2015. NO.23

NEWS
　LETTER

このニュースレターは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。 -1-

 新年度を迎え、NPO 法人としての活動も 2年度目に入り報告書の作成など書類に追われ
る日々が続いています。
　今年に入り、頭を悩ませ続けていたグループホームに向けてのナイトケア物件ですが、
佐賀新聞でも取り上げていただけたりと多くの方に関心を持っていただき、様々な場所
で心配する声をかけてもらい助けていただきました。　
　そんな中、支援者の方の紹介の不動産業の方から、物件を探していただき佐賀 DARC
の新しいナイトケアとして一軒家を借りることができました。
　真新しいホームで社会復帰間近の
仲間が回復を目指し共同生活を行い
ます。
　なぜ貸してもらえないんだと憤り
を感じることもありましたが、改め
て善意を感謝する機会を与えてもら
えたんだなと感じています。

　未だ、生活用品等、家具なども不
充分な生活ではあります、仲間達の
生活のために献品していただけるよ
うなものがありましたらご連絡いた
だけると幸いです。

佐賀 DARC
代表　松尾　周
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 こんにちは依存症の つよぽんです。
もうさくらも散り大分暖かくなってきましたが、皆様はいかがお
すごしですか。
 最近はミーティングに向かう道のりも気候のお陰も有り大分楽に
なりました。

また、最近は仲間のおかげで、毎日自分の足元を見ることが出来るようになってきま
した。

 今までは自分ばかり責められてとか、悪いのは貴方の方だとか、人に言う前に自分
の足元を見てみろとか、自分のことは見えていないのは貴方の方だとか、仲間に言わ
れてもそう考える事で自分を正当化している自分がいましたが、、、、
でも何時までもそう考えても苦しいだけでイライラしている自分がいます。
 本当は自分の考えかたに一番問題あることに気がついてはいるのに何しても否認が
とれません。
 自分の中のインナーチャイルドが騒いでなかなか言
う事を聴いてくれません。本当にやっかいで自分で
も嫌になります、どうしたら良いのか先行く仲間に
相談をしても答えは解っているのです。
 でもやりたく無いから、やらないで済む理由を自分
の頭のなかで必死に探すのです。
 今でも一番自分に都合の良い答えを探している自分
が居ます。でも今は素面で居る事が出来ています。
 昔は答えが見つかればそれでよし無いときは嫌になり薬やアルコールに逃げていま
した。
 でもクスリやアルコールに逃げても、何時までも逃げ切れるわけも無く、生きて行
くのも辛くて何してよいか解らず出した自分の答えは死ぬ事でした。自分の首にベル
トを巻きそれを部屋のカーテンレールに縛り付けて足を投げ出して自殺を図ったので
す。

 だんだんと薄れゆく意識のなかでやっとこれで楽になれると感じる自分がいました
が、ベルトを掛けていたカーテンレールが壊れてしまい、床にしりもちをついて倒れ、
我に返り、やっぱり生きたいと思うようなると、自分のやったことが怖くて体中が震

えてしまい、しばらく動く事もできません。そんな自分
をＤＡＲＣ、佐賀の仲間は受け入れてくれたから今は生
きている事ができています。
 そう思えるのもみんな仲間のおかげです。
本当にありがたいです。
 これからもクリーンを続けながら自分の伝えてもらっ
たことを忘れずに、感謝の気持ちを持って生きたいとお
もいます。
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こんにちは、薬物依存症のコウジロウです。

いよいよクリーンが 11 カ月になろうとしています。もうすぐ 1年

になります。

プログラムに繋がった当初は、1年薬を止めている仲間を見て「自分には到底無理」と

思っていました。それがいつの間にかここまで薬が止まってしまい、何故止まっている

のかも分からないまま今に至る。というのが現状です。

 明確に、「○○がきっかけで」、「○○のおかげで」薬が止まっていると言える事が無く、

「このままで自分は本当に大丈夫なのか？」と自問する毎日です。

 たぶんまだプログラムに対する意欲が足りないんだろうと 思います。

 やっている事だけ見てやっていない事に目を向けよ

うとしないのが自分の悪い癖で、よく考えてみれば、

やろうとしない事や、手をつけてもいないような事も

沢山あります。

それらを無視して「何も変わらない」などと駄々をこ

ねている自分はわがままな人間だと思います。

 この間の施設移動の件も、良くなるためにある施設

のルールを守らず、全面的に否定して受け入れようともしませんでした。

 わざわざ反発する必要など無いのに自分のやりたい事だけ押し通そうとして、結局自

分の居場所を失くすような事をしていました。

こう振り返ってみると、自分がいかに何もやっていないのかがわかるし、「このままで

大丈夫なのか？」と不安なのは自分がやっていないから、中途半端な事をやっていると

中途半端な事しか返ってこないそれ相応の結果なんだと思えます。

 自分でも振り返ってみて恥ずかしいなと思います。

いつまでも子供みたいな事していないで早く回復したいですね。

 また時々、自分が施設を円満退寮して自立した時の事を想像するのですが、どうにも

うまくいく姿を思い描く事ができません。また次も今

までと同じように失敗してしまうんじゃないのかと思

うと怖くて不安で仕方ないです。

それもまた、自分がいかに努力不足なのかが思い知ら

される材料です。

こういった不安にまみれた自分から一刻も早く脱却し

て、自信の持てる人間になりたいと思います。
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  ⊝さんこんにちは、 。クトのまこですࠖ࠺ࠕ
先月の⚳ࠊりに１年߱りにർᶏのとかち࡞࠳クから佐賀にᏫってきました。

１年೨に佐賀を出てరにᏫりᧄのシࡉࡖを使う事を自分の中でᱜ当ൻ
するだけのℂ↱も見つけてついにࠬリࡊ࠶出来た⸶ですが、 それまでもᒝὓな

᰼᳞が入ってࡄンࡄンになって何度も施設を㘧߮出した事はありました、 ㊄もないし、 ᤄ一✜に使っ
てた友達も捕まってᙼᓎに行っていないせいでᚻに入らなかったり、 使うὑにరにᏫろうと㘧߮ਸ਼っ
たࠬࡃの中ではጟの࡞࠳クࡔンࡃーと࠲࠶ࡃリ会ったりで、 その時などはあまりの然に仲間の㗻を見
たㅜ┵、 ᱜ気にᚯって使う気もᄬせてしまったものです。

　使ってた頃自分がどれだけ⧰しかったかᔓれた⸶߾ߓないので、 あんな目にㆣうのはもうህだというᒝ
いℂᕈがいて᰼᳞が入ってもそれを⠴えようとして㘧߮出る時はいつも自分でも⸶が⸃らなくなって
いました。
　ですが㘧߮出す度に使えずにᚯってくる⠀目になってられてる
んだっていつしか思えるようになったものです。

　１年೨、 クを出ることを決めた時も使う事は㗡の中にはή࡞࠳
かったはずでした。
　なのに使える᧦ઙがឥっているとあっ気ないものでした。
自分をるⴚは身についてなかったのです。
　２日間࠶ࡀトࠞࠚࡈにこもって使いᄛ中出てきてⴝをࡈࡈして
たら警察に⡯務⾰問されてもうちࠂっとで捕まってしまうところでした。
　法を‽しているએ、 自分のした事をにげてこんな⸒い⨲もਇ⻯ᘕですが、 刑務所はౣ߮ࠬ
。ートする事も⸵されないₐなのです࠲

　この᭽な⚻✲のあったで࡞ーࠖ࠺ーさんからⅣႺを変えてやってみてという施設⒖動のឭ᩺があった
のですが、 それなのにはそれに反⊒し自立の方向に⥽をಾりました。
　今思えばこんな⁁ᴫで自立など⁅気のᴕ᳸です。 ൎᚻにㅴめてた自立のḰもᚻくいくものと
たかをくくって⠉日の行の್ᢿをᓙつだけとなったあるᄛ、 それまでの㜞឴感がཐのようにᶖえて
の㗡をよ߉ったのは、 また捕まって刑務所の中にいる自分のᆫでした。
　はਇで⌁れなくなり࡞ーࠖ࠺ーさんに㔚話を入れてർᶏに行くことを決めたのです。
ᱜ⋥、 ᣂしいⅣႺや仲間とਇもありましたが、 が佐賀で感ߓてた自↱という感覚がᧄ物なの
か⹜してみたいという気持ちもあったのです。
　１年間向こうでやってみて今⸒える事はの中では薬を使ࠊな
い生き方と⸒うのが、 ᣂしいଔ୯ⷰになっているということです。

クࠬリで߷かさず⚛の感ᖱで生きる事と向き合いたいし、 この
ᣂしい生き方をᄢಾにしたいと思うのです。
　しんどい時もありますが、 それをᏅしᒁいても毎日が楽しいと
思えるのです。 ありがとうごߑいました。
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 ⊝さん初めまして、 。クです࠲クトのࠖ࠺ࠕ
⑳は今月の྾月一日から߅話になっている佐賀࡞࠳クに入ኰしました。
 今回このようなᢥ㧩をᦠくᯏ会を㗂きましたがᱜ⋥何をᦠいていいのか分から
ない⁁ᘒです。

 しかし今まで⚻験した事がない良いᯏ会なので今の自分の気持ちをできるだけᱜ
⋥にᦠいていきます。
 まずは⑳が何ಣで࡞࠳クの存を⍮り、 今回何、 どの᭽な⚻✲で࡞࠳クに行こうと思ったのかそん
な所から話していきたいと思います。
 ⑳は࡞࠳クの存自体はච年એ೨に⍮ってはいました、 しかしታ㓙に会って࡞࠳クの人達にࠦン࠲
クトをとったのは自分の初めてのฃ刑生活、 今から⚂５年೨の事です。
 そこでは教⢒というᒻで࡞࠳クの方達が来て１０人⒟でࠖࡒーࠖ࠹ンࠣをし最ᓟに࡞࠳クとはどうࠁう႐
所なのかそんな事をした覚えがあります。
 ᱜ⋥当時はめんどくさくて方がなく೨向きにࡊロࠣムに取り⚵んではいませんでしたしその意᰼も
全くありませんでした。

でもその時に࡞࠳クの人が⸒った⸒⪲ ࠳どうしよもήくなった時はとりあえずㄭくのޟ
ޠ。ク来てください࡞ その⸒⪲を覚えています。
  これが⑳の࡞࠳クとの出会いです。

 次はなߗ今回࡞࠳クに来て入ኰというᒻを取ったのかその事について話します。
去年のචੑ月中ᣨ⑳はੑ度目のฃ刑生活を⚳え੩ㇺの⼔会で生活する事に
なりました。
 最初はᣧく自立するὑにも事に毎日行き自立⾗㊄を⾂めようと考えてはいたの
ですが少しいてるうちにᏒ⽼薬のຕ止めにᚻを出してしまいました。
 この薬はੑච歳頃から自分が使い続けてきたものです。

⑳は薬を使用すると最初は事に行くのですがだんだんભみがちになり最⚳的には行かなくなり、 そし
て߅㊄もなくなり薬᰼しさに‽⟋にり警察に捕まる、 この➅り返しでੑ度のᙼᓎ。 ー࠲ࡄ決まりの߅
ンでした。
 しかも今回は何もかもがህになり自自᫈になって覚せい剤を使用しㅊ〔、 幻聴が始まりᕟᔺでも
うࡔ࠳だと⺼めたとき㗡に ޠ。どうしようもなくなった時は来てくださいޟ その⸒⪲を思い出し੩ㇺ࡞࠳
クに行き自分の話を⡞いてもらいました。 その時に話を⡞いてくれたࠖࡧ࠺ンさんにはとても感⻢してい
ます。
 そしてࠖࡧ࠺ンさんの⚫で今の佐賀࡞࠳クに来ることになりました。 これがにいたる自分の⚻✲
です。

 最ᓟに今の心Ⴚ
何もࠊからない自分に⊝さんఝしくしてくれるので生活の方では全
く問題ありません。 シࡈになりዊさいことに気ઃきᐘせを感ߓる
事もあります。 しかし出たい。 きたい。 そしてきながらㅢいでやっ
てみたい   
そんな考えがᒝくなってきたこの頃です。
あと何日いるか分かりませんがとにかく一日一日を過していこう、
そんな心Ⴚのもうす３ߋ㧞歳のࠝ࠶サンでした。

߅ߊߚ



MUTSUGOROU  BIN -7-

   こんにちは、 薬物依存症のかずみです。
今回で３回目になりますが、 過去の体験を
振り返ろうと思っています。
 自分が薬物を最初に覚えたのが、 １６歳
頃で使用した薬物は、 シンナーでした。
  酒を飲めない自分は、 こんな気持ちのいいものがあるなんて思って
いませんでした。
 学校の先輩に教えてもらい始めました。 逮捕歴は、 １度あります。
その次に覚えたのは、 ２０歳 : 頃に覚せい剤です。 これは、 当時友

達の間で流行っていたビリヤード仲間に教えてもらいました。 数人で覚せい剤の結晶を舐めて使用した
のを覚えています。 その時は、 体が軽くなり普段よりも舌が回ったことを今でも覚えています。
 そのあとは、 炙って使用しました、 この時も体が軽くなり全身が鳥肌で立つような感覚で気持ち良かっ
たです、 いつもより集中力が増してゲームや友達との会話で楽しんでいました。
 薬を使い続けて２０年間、 毎日は使用していませんが、 １ヶ月間に２～３度の頻度で使っていました。
薬を何度か止めようとしました、 自分の持っている覚せい剤を捨てて止めようと決意しますが、 体の
調子が良くなってくると、 また買いに行ってしまい一人の力では止めることが出来ません。
　３０歳になると炙りの方法から注射器で使うことを覚えました、 炙りの時よりも気持ち良さが増して
頻度を増えました。
　そうなるともう体もボロボロです、 幻聴や幻覚が出るのもこの頃です、 警察にも捕まりました。
　そして、 刑務所です、 刑務所に入っても出所してきては薬の使用は止まりませんでした。
９ヶ月間社会にいて、 ２度目の刑務所です。 中で生活してる間、 薬は止まっていますが、 止めること
なんてほんの少ししか考えていません、 刑務所の中では、 社会に出たらどうやって薬を買うかの方法を
教えてもらったりの毎日でした、 そんなことばかりの生活では、 更生してません出所して施設につながっ
ても薬は使い続けていました。　　
　
　佐賀の施設に来て、 ようやく薬は止まっていますクリーンの期間は、 今月で５ヶ月になります。
今は仲間とも楽しく生活しています、 今までは、 仲間と過ごすなんてありえなかったのがここに来て少
しづつ出来るようになってきています、 一人では、 絶対やることのなかった筋トレも仲間にサポートしても
らいながらしています、 薬を使用してた時の生活を振り返るといいかげんなことをしていたんだなと思い
ます。 自己中心的で人のことなんて考えもしなかったし周囲の人に迷惑をかけていました。 心配してく
れる人の信用もなくしてきました。 薬は止まっていても古い生き方はそのままなので、 生き方を変えてい
かないといけません。 自分の問題もみてきませんでした。

今は、 薬物抜きで自分の問題に向き合っています。 人を巻き込
んで悪い事をしてきた自分は今でも、 病気が出ています、 先日も
仲間を巻き込んでしまいました。
　見つからなければいいという考えで取った行動は、 当然間違って
いて迷惑をかけました、 反省しています。
　毎日、 楽しく生活していますが、 問題はいくつもあります。
問題から逃げないこと、 向き合うことに目を向けていきたいと思い
ます。

カズミ


